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楢葉町に⼤学での学びを実践する学⽣が継続的に訪れる仕組みを作る
必要があるのではないか

■私たちは都市政策ゼミとして、普段からフィールドワークを通して学びを深めている
■その中で、原発被災地でいち早く復興が始まった楢葉町をフィールドに選定した
■2022年5⽉から、現地調査以外に200時間以上かけて楢葉町への取り組みを⾏った
■現地フィールドワークでは、現地の様々な場所を視察し、関係各所にヒアリングを
 ⾏った後、町⻑を含め関係者の⽅々に提案の中間報告を⾏った

私たちの問題意識



楢葉町の課題

■福島県浜通り地域 
■福島第⼀原発から20km、第⼆原発から10kmに位置し、震災により全町避難を経験
■2011年3⽉12⽇に全町避難、2015年9⽉5⽇に帰還開始、
 震災以前は⼈⼝8011⼈だったが、2022年現在は⼈⼝4245⼈
■楢葉町第3次復興計画で、「⾼等教育研究機関の誘致」「教育旅⾏の誘致による国内外学⽣との交流促進」を掲げる
■まちづくり会社の「（⼀般社団法⼈）ならはみらい」と連携し、楢葉町での
 フィールドスタディを通じ、全国から多数の学⽣を受け⼊れている
■全町避難を経て、復興まちづくりを⾏っているため、
 新規政策を取り⼊れる余地が多分にある
 →新しいものをどんどん取り込む柔軟性がある街

楢葉町について

①極端に減少した⼈⼝
・東⽇本⼤震災による福島第⼀原⼦⼒発電所事故
 を受け、全町避難を経験し、2015年に帰町が
 始まったものの、2/3がいまだ町内に戻ってきて
 いない
・避難先での⽣活の⽅が⻑くなった10代〜20代の
 若い世代も多い

⼀般社団法⼈
ならはみらい職員

時給を1400円に
上げても、なかなか
アルバイトが集まら

ない

旅⾏会社社⻑

バス事業や飲⾷店
事業を拡⼤しても
⼈⼿が全く⾜りない

(RESASより) (ヒアリング調査より)

②地域の担い⼿不⾜
・多額の復興税(令和３年３⽉までで約10億円)が
 交付されているが、それを⽤いた事業を推進する
 ための職員が不⾜
・若者が極めて少ないため、店舗等ではアルバイト
 などの担い⼿が集められず、閉店時間が早い



⼤学⽣のフィールドワーク・インターンシップのニーズと課題

Q.もしあなたが来年度も楢葉町のインターン
 シップに参加できると仮定した場合、参加
 したいと考えますか？

Q.当インターンシップを通じて、楢葉町との
 関係性をどのような形で継続していきたい
 ですか？(上位3つ)

全員が
来年も参加したい

と回答

多数が、町内の⼈々と
継続して交流したい

と回答

⇒継続的に楢葉町と関わること
のできる仕組みが必要

Q.どのようなインターンシップがあれば
 参加したいですか？(⼀部抜粋)

今までにない体験や
学びの実践をしたい

学⽣が多い

半数以上の学⽣が
学びを実践する機会や場

がない

⇒⼤学での学びを実践する
 場が必要

Q.ゼミ活動や⼤学の講義で学んだことを
 実践する機会や場はありますか？

【アンケート結果】
対象：楢葉町でフィールドワークを⾏った学⽣13名・
   Google�Formsで実施
期間：2022年9⽉4⽇〜9⽉16⽇

【アンケート結果】
対象：全国の⼤学⽣112名・Google�Formsで実施
期間：2022年9⽉4⽇〜9⽉16⽇



学⽣が楢葉町と
関わり続けるための
基盤づくり

楢葉町で学び、
実践する学⽣同⼠を

つなぐ

フィールドワークや地域インターンに参加した⼤学⽣のうち、�継続的に
楢葉町と関わりたいリピーターや、新規事業の⽴ち上げ・推進をトライ
してみたいという意欲的な学⽣が楢葉町と関わり合いができる場として
「まなびばならは」を提案！

私たちの提案

まちの活性化
愛着⼈⼝創出

楢葉町や地元
組織/住⺠等
との連携

提案
実践

提案内容
の改良

次年度以降の
継続FW⽣に
引継ぎ

新規事業
の創出

継
続
し
た
参
画
に
よ
る
好
循
環

※愛着⼈⼝：継続的に楢葉町に関わり、交流を続けたい⼈
※継続FW⽣：楢葉町で継続的にフィールドワークを⾏う学⽣のこと

まなびばならはの役割



■楢葉町で⾏われた調査報告、ヒアリング内容のアーカイブ化
■継続FW⽣の専⾨や提案内容を踏まえて、関係組織/企業/住⺠
 とつなぐ
■継続FW⽣のメンターとして相談に応じる

■SNSやWebサイト等を活⽤した参加者コミュニティの形成
■楢葉町で現在活動している団体、学⽣の情報提供
■「まなびばならは」運営メンバーとして受け⼊れ

⇒�学⽣が楢葉町と継続して関わるための基盤をつくることで、
 楢葉町で新たに政策や事業を提案し、実現化したい学⽣の
 ⽀援を⾏う
⇒町役場・⼀般社団法⼈ならはみらいの後ろ盾のある組織が
 ⽀援を⾏うことで、学⽣と町⺠が密に連携することができる
⇒アーカイブ化することで、地域との連携や起案が過去の遺産
 の上に形成され、提案内容の質が向上
⇒この仕組みが、学⽣×地⽅創⽣の新モデルになる！

提案詳細

⇒町内で実施中・実施予定の活動を紹介し、交流や連携を促す
 ことで、楢葉町内での研究や新規事業に対する相乗効果が
 ⽣まれる
⇒また、学⽣を介して、学⽣⇔他の企業/町⺠、企業⇔企業、
 町⺠⇔町⺠が繋がることができる

①学⽣が楢葉町と関わり続けるための基盤づくり ②楢葉町で学び、実践する学⽣同⼠をつなぐ



■楢葉町に継続FW⽣が滞在する際に⽣じる現地滞在の費⽤(宿泊代など)の負担を最⼩限
に抑える仕組みづくり
⇒楢葉町内の店舗の⼈⼿不⾜解消や、宿泊施設・公共施設の稼働率上昇など、地域課題
の解決に寄与

プロジェクト①
現地調査のスキマ時間でできるアルバイト

を学⽣に紹介・マッチング

プロジェクト②
宿泊・滞在・活動拠点として楢葉町内の
施設(公営住宅・空き家)の有効活⽤

楢葉町(ここなら笑店街)の求⼈情報
(参考：福島県の最低賃⾦�858円) 活動拠点の例

CODOU(移住者の交流拠点)� ならはCANvas(住⺠の交流館)

初動アクション：現地で不便にならないような⽣活基盤づくり



楢葉町へフィールドワークに来た学⽣
61⼈/年�(2022年の実績値)

×
町内の住⺠/企業/団体と交流を続けたい⼈の割合

76.9％�(アンケート結果より)
×

継続年数
10年
�

継続FW⽣関係⼈⼝�(愛着⼈⼝)
４３０⼈�(2020年楢葉町の⼈⼝の１０％に相当)

「まなびばならは」が継続すれば、地域課題が
解決し、学⽣関係⼈⼝(愛着⼈⼝)が毎年増加

将来展望

将来愛着⼈⼝推計


